
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 あいにくの雨の下校となりました。 

令和６年度の始まりです 

～今年のキーワードは 『挑戦』 ～ 
校長 三原 洋一 

 花冷えの中、長く楽しめた桜も終わりを迎

え、いよいよ令和６年度の始まりです。 
 進学・進級された児童生徒の皆さん、おめ

でとうございます。また、本日から転入され

た皆さんも、早く、ワシントン日本語学校に

慣れ、楽しい充実した日々を過ごしてほしい

と思います。 
 春休みとしては、たった１授業日分だけの

短い期間でしたが、子どもたちは、気持ちも

新たにそれぞれの新しい学年で希望にあふれ

たスタートを切ることができました。 
 本年度は、学期の初めに児童生徒が体育館

に参集しての始業式を実施します。児童生徒

が一つの場所に集まり新学期の決意を固める

ことで、愛校心や学年・学部を越えて団結す

る気持ちを育てたいと考えています。 
 本日の始業式では、私から『挑戦する１年 
  
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に！』というお話をしました。自分で考え、

行動しようと一歩前にふみ出すこと、自分の

生き方や毎日の過ごし方を、自分でしっかり

決めること、それが「挑戦する」ということ

なのだということ、人から言われたからやる

のではなく、自分で考え自分で決めて行動す

る、そんな挑戦のできる子どもになって欲し 
いということを話しました。そして、一人一

人がきらきら輝く姿を、たくさん見せてほし

いと願っています。 
 また、今年も、４４名の教職員が、一丸と

なって、子どもたち一人ひとりの良さを見つ

め、もっている力をしっかり伸ばしていける

よう全力を尽くしたいと考えています。 
 そして、日系コ 
ミュニティのプラ 
ットホームとして、 
地域や保護者の皆 
様の願いや思いを 
しっかりと受け止 
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 6日 前期始業式 

        学級代表の選出（オンライン） 

 13 日 幼稚部・小１年入学式 

 20 日 特別総会 

 27 日 避難訓練（不審者侵入） 

     転入学説明会・面接 

 

め、よりよい学校経営を行ってまいります。 
何かお気づきやお困りのことがありました

ら、遠慮なく担任や校長、教頭へご相談いた

だけたらと思っています。 
 保護者の皆様には、引き続き子どもたちの

サポートとこれまでと変わらぬ本校教育への

ご支援・ご協力を賜りますようよろしくお願

いいたします。 
  
 
  
 このたび、ワシ 
ントン日本語学校 
に、猪股俊哉教頭 
先生の後任として、 
４月から派遣され 
ることになりまし 
た山内  光（やま 
うち ひかる）と 
申します。どうぞ 
よろしくお願い致 
します。伝統と歴史のあるワシントン補習授業校

での勤務に、喜びを含む興奮を覚えながらも、責

任の重さに緊張しております。 
 これまでに、2006 年から 2008 年まで教諭とし

て、サウジアラビア王国ジェッダ日本人学校、愛

知県豊田市の小中学校６校、市生涯学習課での勤

務を終え、令和３年３月に定年退職しました。退

職後は、中学校理科の授業および教員養成課程の

大学生に、理科教育法（学習指導要領や指導案に

ついて）と理科研究（実験や観察での注意点や問

題解決学習について）の講義をしていました。 
 それから 3 年が経ち、依頼者に応える勤めを一

応果たすことができたと考え、改めて自分がした

いこと、すべきことを振り返って見ました。そし

て、かつての自分の息子たちがそうであったよう

に、文化も言葉も異なる海外で頑張っている子女

や保護者を応援したい。話を聞いてあげたい。励

ましたいと思い、本年度の在外教育施設派遣に応

募し、今に至っています。 

「補習授業校は、現地校に通学する児童生徒が、

再び日本国内の学校に編入した際にスムーズに適

応できるよう、基幹教科の基礎的基本的知識・技

能および日本の学校文化を、日本語によって学習

する教育施設」（ワシントン日本語学校学校案内よ

り抜粋）の設置趣旨の具現化に向け、持てる力を

尽くして児童生徒を支援します。 
 校長を助け、保護者、教職員、事務局、地域や

関係の方々と連携を取り、 
① 子供にとって、行きたい学校 
② 保護者にとって、行かせたい学校 
③ 地域にとって、協力したい学校 
④ 教師にとって、働きたい学校 

となる在外教育施設づくりに取り組んでまいりた

いと思います。どうぞよろしくお願い致します。 
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